
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示エリアに 状に配置された複数のＲＧＢ画素と、各画素ごとに設け
られたアクティブ素子と、該アクティブ素子につながるソース配線およびゲート配線と、
を備え、該表示エリアに所定の画像を表示する液晶表示装置であって、
　

　ドライバから前記各画素の前記アクティブ素子につながる前記ゲート配線が、途中で
ＲＧＢの各画素に対応して 本に分岐され

ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の液晶表示装置において、
　同じゲート配線から分岐した 本の 分岐ゲート配線には、同じ信号が入力されるこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の液晶表示装置において、
　前記複数のＲＧＢ画素の長手方向が前記表示エリアの長手方向に沿って設けられ、前記
ゲート配線は、該ＲＧＢ画素の長手方向に沿って設けられていることを特徴とする液晶表
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前記複数のＲＧＢ画素のうち、同一タイミングで駆動されるＲＧＢの各画素が前記ソー
ス配線の長さ方向に沿って配置され、同色の各画素が前記ゲート配線の長さ方向に沿って
配置され、

ソ
ース配線の長さ方向に沿って配置される前記 ３ 、
各分岐ゲート配線が前記ゲート配線の長さ方向に沿って配置される前記同色の各画素に接
続され

３ 前記



示装置。
【請求項４】
　請求項３記載の液晶表示装置において、
　前記表示エリアの長手方向に沿って設けられた前記複数のＲＧＢ画素の間 に、前
記ソース配線が 本配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、混色を低減し良好な表示品位が得られる液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、液晶表示装置は、例えば、２枚の透明基板の間に液晶を封入して構成され、一方の
透明基板の内面に多数の画素電極を縦横に配列し、対向する透明基板の内面に設けられた
電極との間で液晶に所定の電圧を供給し、表示エリアに所望の画像を表示させる。対向す
る電極は、例えば、画素間に共通して設けられる共通電極とされる。また、ＲＧＢ３色か
らなるカラーフィルタが配列されて画素が構成される。
また、光源として外光を利用する反射型液晶表示装置が知られている。この反射型液晶表
示装置は、画素電極を備える透明基板上に反射層を設け、この反射層で入射した外光を反
射して画像を表示する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、この液晶表示装置は、例えばＯＡ用などの用途で広く使用され、通常、表示エ
リアＦ（図５（ａ―１）に図示）は横長の形状とされる。
この場合には、液晶表示装置１００は、例えば、図５に示すように構成される。すなわち
、透明基板１０１の上面に、液晶１０Ｂ（図５（ｂ）に図示）を封入するシールが設けら
れ、横長の表示エリアＦが矩形状に形成される。この表示エリアＦには、矩形状のＲＧＢ
の画素１０２、１０３、１０４が所定のストライプ状に配置される。これらＲＧＢの画素
１０２、１０３、１０４を１組として、カラー表示が可能なカラー画素１０Ｅとなる。こ
れらの画素１０２、１０３、１０４は、矩形状の長手方向が、横長の表示エリアＦの縦方
向となるように配置される（図５（ａ－１）に図示）。
また、表示エリアＦには、ゲート配線およびソース配線からなり画素１０２、１０３、１
０４を駆動する電極配線パターンと、アクティブ素子１０５（図６に図示）と、が設けら
れる。アクティブ素子１０５は画素１０２、１０３、１０４ごとに設けられ、電極配線パ
ターンからの信号はアクティブ素子１０５を介して画素１０２、１０３、１０４に入力さ
れる。さらに、表示エリアＦの周囲には、ゲート配線およびソース配線から画素１０２、
１０３、１０４に所定の信号を入力させるためのゲートドライバ１０６およびソースドラ
イバ１０７が設けられる。なお、図５（ａ－１）および図５（ａ－２）では、画素１０２
、１０３、１０４を拡大して図示している。
【０００４】
図６に示すように、これらの画素１０２、１０３、１０４は、互いに直交するソース配線
（図６中、Ｓ n、Ｓ n + 1、Ｓ n + 2、Ｓ n + 3で図示）とゲート配線（図６中、Ｇ n、Ｇ n - 1で図示
）とにより、画素電極１０８、１０９、１０Ａに所定の電圧がアクティブ素子１０５を介
して供給されて駆動される。ここで、ＲＧＢの色配列は、通常、ソース配線方向に同色の
画素が配置する（以下、縦ストライプと称す）ように設計される。
【０００５】
また、近年、上述の液晶表示装置１００は、パームサイズＰＣ（以下、ＰＰＣ）や一部の
ＰＤＡなど、縦長の表示エリアをもつ用途での需要が拡大している。この場合に、縦長の
表示エリアＦに合わせて矩形状の画素を９０度回転させると、図５（ａ－２）に示すよう
に、矩形状の画素１０２、１０３、１０４の長手方向が、縦長の表示エリアＦの横方向と
なるように配置される。
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【０００６】
しかしながら、反射型の液晶表示装置では、図５（ａ－２）のように画素１０２、１０３
、１０４が配置されると、図５（ｂ）に示すように、表示エリアＦを縦長で使用した状態
で上方から入射する外光Ｐと、この外光Ｐが反射した反射光Ｑと、が異なるカラーフィル
タを通過して混色が生じるという問題点があった。すなわち、図５（ｂ）において、図５
（ａ－２）に示す表示エリアＦの縦方向に上方から入射する外光Ｐは（図５（ａ－２）の
ａ－ｂ方向）、画素電極１０８、１０９、１０Ａの上面で反射されカラーフィルタを通過
するまでに、矩形状の画素１０２、１０３、１０４の短手方向を横切ることが多い。この
ために、例えば、図５（ｂ）に示すように、反射光Ｑが、入射のときに通過したカラーフ
ィルタ１０Ｃとは異なる色のカラーフィルタ１０Ｄを通過することになり、それによって
混色が生じるとともに、充分な明るさが得られず表示品位が低下する。
【０００７】
すなわち、例えば、図７（ａ―１）に示すように、縦ストライプで画素を配置した状態で
（すなわち、同色の画素が配列される方向にソース配線を接続する）、縦長の表示エリア
に適用させるために回転させると、図７（ａ－２）に示すように、矩形状の画素の長手方
向が、縦長の表示エリアに対して横方向となる配置となり、上述の反射光の混色の問題が
生じる。なお、図７では、ゲートドライバを「Ｇ」で示し、ソースドライバを「Ｓ」で示
している。
【０００８】
これに対して、図７（ｂ－１）に示すように、カラー画素１０Ｅを９０度回転させ、ソー
ス配線方向に同色の画素を配置する構成とすると、配置されるカラー画素１０Ｅは、図７
（ａ－１）では４（ゲート配線方向）×３（ソース配線方向）、図７（ｂ－１）では３（
ゲート配線方向）×４（ソース配線方向）となり、９０度回転させると、図７（ｂ－２）
に示すように、矩形状の画素の長手方向が、縦長の表示エリアに対して縦方向となる配置
とされる。これにより、表示エリアの縦方向に上方から入射する外光は、入射のときと反
射のときとで同色を通過することになり、上述の混色は問題とならない。しかし、図７（
ｂ―２）では図７（ａ―１）と比較して、表示エリアに対するゲートドライバ及びソース
ドライバの配置が異なるとともに、ゲートドライバの出力配線ｇの本数が増加するために
、図７（ａ－１）に示した状態のドライバ回路およびこれらの制御系がそのまま適用でき
ず、図７（ｂ―２）専用の構成を新たに製造することになり製造面やコスト面での負荷が
大きかった。
【０００９】
さらに、図７（ｃ―１）に示すように、ＲＧＢの色配列を、ゲート配線方向に同色の画素
を配置する構成（以下、横ストライプと称す）とした状態で、縦長の表示エリアに適用さ
せるために９０度回転させるようにした場合、図７（ｃ－２）に示すように、矩形状の画
素の長手方向が縦長の表示エリアに対して縦方向となるので、図７（ｂ－２）と同様に混
色は問題とはならないが、必要となるゲートドライバの出力本数が、図７（ａ－２）と比
較して非常に多くなってしまい設計的に困難であった。
【００１０】
以上の通り、縦長の表示エリアにおいて、従来の横長の表示エリアで用いられる制御系を
そのまま流用でき、かつ、表示品位が良好である液晶表示装置は得られていなかった。
【００１１】
本発明の課題は、縦長の表示エリアにおいて、横長の表示パネルでの制御系をドライバの
数や出力本数を変更することなくそのまま適用できることにより低コストであり、混色の
ない良好な表示品位が得られる液晶表示装置を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　以上の課題を解決するため、請求項１記載の発明は、例えば、図１～３に示すように、
表示エリアＦに 状に配置された複数のＲＧＢ画素と、各画素ごとに設け
られたアクティブ素子（例えば、ＴＦＴ１５）と、該アクティブ素子につながるソース配
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線ｓおよびゲート配線ｇと、を備え、表示エリアＦに所定の画像を表示する液晶表示装置
１であって、

ドライバから前記各画素の前記アクティブ素子につながる前記ゲー
ト配線が、途中で ＲＧＢの各画素に対応し
て 本に分岐され

ていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項１記載の発明によれば、ドライバから各画素のアクティブ素子につながるゲート
配線が 本に分岐されているので、液晶表示装置の駆動に際して、ゲート配線側に配置さ
れ、同一タイミングで駆動されるＲＧＢ画素をまとめて制御でき、ドライバの出力線の数
を抑えることができる。これにより、従来、横長で使用される表示エリアを縦長で使用す
るために、表示エリアの向きを変えてゲート配線側に配置される画素数が変わる場合でも
、ゲート配線を適宜途中で分岐させることで、ゲート配線側に配置され、同一タイミング
で駆動されるＲＧＢ画素をまとめて制御でき、ゲート配線側のドライバなどの制御系の構
成として横長時のものをそのまま適用することができる。従って、新たに設計・製造する
ことなく、横長での使用を前提として設計された液晶表示装置の制御系をドライバの数や
出力本数を変更することなくそのまま適用して、携帯情報端末などの縦長の表示エリアを
もつ液晶表示装置が得られる。従って、設計や製造の負荷が大幅に低減され、コスト低減
を図ることができる。
【００１４】
従来は、例えば、ＲＧＢの画素は、同色の画素がソース配線の方向に配列するように構成
され、縦長の表示エリアの横方向に、矩形状のＲＧＢの画素の長手方向が沿うように配置
する構成とされる。ここで、ソース配線の方向に沿って、Ｒ、Ｇ、Ｂの順番でストライプ
状に画素を配列し、１組のＲＧＢの画素をカラー画素とする。このときに、ソース配線と
直交するゲート配線方向に配列される１列のカラー画素の列は、ゲート配線側には画素の
短手方向が配置され、ソース配線側には画素の長手方向が配置される。従って、この１列
のカラー画素の列には、１本のゲート配線が接続され、この１本のゲート配線にＲＧＢ３
色の画素が接続される構成となる。
【００１５】
対して、縦長の表示エリアの縦方向に同色のカラーフィルタを延在して配置するために、
ゲート配線方向に同色の画素を配列する場合には、上述の場合とは異なる。すなわち、ゲ
ート配線方向に配列される１列のカラー画素の列は、ゲート配線側には画素の長手側が配
置され、ソース配線側には画素の短手方向が配置され、隣接する３列のＲＧＢ画素を一組
として所定の表示色を表示するように駆動される。従って、この場合には、この１組のカ
ラー画素の列には、ＲＧＢの３本のゲート配線が接続される構成となり、必要となるゲー
ト配線の数が３倍となる。
ここで、ゲート配線側の配線に請求項１記載の構成を適用し、ゲート配線を途中でＲＧＢ
の３本に分岐させると、ドライバからの１本のゲート配線が、この１組のカラー画素の列
に接続されることになり、この１本のゲート配線が３本に分岐されてＲＧＢ３色の画素が
接続されていることになる。
すなわち、請求項１記載の構成を適用することで、ゲート配線方向に同色の画素が配列さ
れる場合のゲート配線側の制御系の構成は、従来のゲート配線の制御系の構成と同様の構
成となる。従って、表示エリアを縦長の配置で用いる場合に、ゲート配線側のドライバな
どの制御系の構成として、横長時のものをそのまま適用できる。
なお、ソース配線側についても従来と同様の制御系が適用できるように構成し、表示エリ
アを縦長の配置で用いる場合に、表示エリアを横長の配置として用いたときの制御系の構
成をそのまま適用できるようにすることが好ましい。
【００１６】
　請求項２記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項１記載の液晶表示装置にお
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いて、同じゲート配線から分岐した 本の 分岐ゲート配線には、同じ信号が入力され
ることを特徴とする。
【００１７】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１と同様の効果を奏することができるとともに、

本の分岐ゲート配線には同じ信号が入力されるので、分岐ゲート配線がアクティブ素子
を介してつながる複数の画素に、同じ信号を入力させてまとめて駆動させることができる
。従って、縦長の表示エリアに対応させるために、ゲート配線側に配置される画素の数が
変わる場合でも、従来の制御系の構成（ドライバの配置や数、駆動タイミングなど）をそ
のまま適用できる。
【００１８】
請求項３記載の発明は、例えば、図１に示すように、請求項１または２記載の液晶表示装
置において、
前記複数のＲＧＢ画素の長手方向が前記表示エリアの長手方向に沿って設けられ、前記ゲ
ート配線は、該ＲＧＢ画素の長手方向に沿って設けられていることを特徴とする。
【００１９】
請求項３記載の発明によれば、請求項１または２と同様の効果を奏することができるとと
もに、表示エリアの長手方向にＲＧＢ画素の長手方向が配置されるので、液晶表示装置が
反射型に構成され、表示エリアの長手方向を上下方向にして用いる場合においても、ＲＧ
Ｂ画素の混色を低減して、良好な表示品位を得ることができる。
【００２０】
　請求項４記載の発明は、例えば、図３に示すように、請求項３記載の液晶表示装置にお
いて、前記表示エリアの長手方向に沿って設けられた前記複数のＲＧＢ画素の間 に
、前記ソース配線が 本配置されていることを特徴とする。
【００２１】
　請求項４記載の発明によれば、請求項３と同様の効果を奏することができるとともに、
ゲート配線が途中でＲＧＢの各画素に対応して（例えば３本に）分岐して接続されるとと
もに、ＲＧＢ画素の間 にソース配線が 本配置されることになる。途中で３本に分
岐されたゲート配線には、１つのゲートドライバから同じ信号が入力される。従って、ソ
ース配線が例えば１本のみ配置される場合には、この１本のソース配線を介してＲＧＢの
画素に同じ信号が入力されることになり、ＲＧＢの画素ごとの個別の制御ができないが、
請求項４記載の構成によれば、ソース配線が 本設けられるので、例えば、ＲＧＢの色ご
とに個別にソース配線を設ければ、ゲート配線からは同じ信号が入力されるものの、ＲＧ
Ｂの画素ごとの個別の制御が可能となる。また、配置される 本のソース配線が、表示エ
リアの長手方向に沿って設けられた複数のＲＧＢ画素どうしの間にまとめられる。これに
より、ソース配線が画素の周囲に整然と配置され、設計・製造負荷が低減される。また、
画素に設けるアクティブ素子を、まとめて配置されるソース配線の側に設けることで、配
線の構成の簡素化を図ることができる。さらに、各画素電極が透明材料により形成されて
いる場合においても、ソース配線の配置が表示に影響しないようにすることができる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
〔第１の実施の形態〕
以下、図１～３を参照して、第１の実施の形態の液晶表示装置１を詳細に説明する。
第１の実施の形態の液晶表示装置１は、ＰＰＣなどの携帯情報端末機において、縦長の状
態で使用される矩形状の表示エリアＦを構成し、その基本的な構成は、周知の反射型の液
晶表示装置の構成と同様である。そして、図１に示すように、画素電極および画素電極の
周囲に設けられるゲート配線およびソース配線の部分に、本実施の形態特有の構成が設け
られている。
従って、以下の説明ではこの部分を主体に説明し、その他の構成要素については周知の構
成要素が適用可能である。
【００２５】
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液晶表示装置１は、図１に示すように、縦横のストライプ状に配置された多数の矩形状の
ＲＧＢの画素と、これらＲＧＢの画素に所定の電圧を供給するゲート配線ｇおよびソース
配線ｓと、これらゲート配線ｇとソース配線ｓとに接続されるゲートドライバ（図１中「
Ｇ」で図示）およびソースドライバ（図１中「Ｓ」で図示）と、を備え、表示エリアＦを
構成する。
この表示エリアＦは、図２（ａ－２）に示すように、縦長とした状態で使用される。そし
て、矩形状のＲＧＢの画素は、表示エリアＦを縦長に配置した状態で、矩形状の画素の長
手方向が表示エリアの縦方向となるように配置される。
【００２６】
ＲＧＢの画素１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の構成は、基本的に、上述の従来の構成と同
様である。すなわち、図２（ｂ）に示すように、カラーフィルタ基板１０とガラス基板１
１とが間隔をあけて平行に配置され、これらの間に液晶１２が封入される。ガラス基板１
１の上面には画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…が形成される。この画素電極１３ｒ
…、１３ｇ…、１３ｂ…は、例えば金属で形成され上面の部分で光を反射することができ
る。また、カラーフィルタ基板１０の下面にはカラーフィルタ１４が設けられる。さらに
、図示はしないが、ＲＧＢの画素１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…には、ブラックマスク、
配向膜、偏光板、共通電極などが設けられる。
なお、上記の構成では画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…が不透明な金属で形成され
、上面の部分で光を反射する構成としたが、これに限らず、例えばガラス基板１１の下面
に光を反射する層を設け、画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…としては透明な材質を
用いるようにしても良い。
【００２７】
そして、図３に示すように、矩形状のＲＧＢの画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の
周囲に、ゲート配線（図３中、Ｇ nなどで図示）およびソース配線（図３中、Ｓ nなどで図
示）が縦横に設けられる。また、第１の実施の形態の液晶表示装置は、ＲＧＢの画素電極
ごとにＴＦＴ１５…（アクティブ素子）を備える。このＴＦＴ１５…を介して、対応する
ゲート配線およびソース配線からの信号が画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…に入力
される。このように所定の信号が各画素に入力されて画素が駆動され、表示エリアＦに所
定の画像を表示する。そして、ＲＧＢの同色の画素がゲート配線の長さ方向に沿って配置
されて表示エリアＦが構成される（上述の「横ストライプ」）。すなわち、同色の画素は
、ゲート配線と直交して設けられるソース配線の方向とは異なった方向に配置される。
【００２８】
このようにＲＧＢの画素が横ストライプに配置されることで、カラーフィルタ１４はゲー
ト配線の方向に延在して同色のものが配置される。従って、表示エリアＦを縦長で使用す
る場合でも、入射光が通過したカラーフィルタと反射光が通過したカラーフィルタの色が
異なるために生じる混色（上述）が大幅に低減され、良好な表示品位が得られる。
すなわち、図２（ａ－２）に示す縦長の表示エリアＦにおいて、ａ－ｂ方向に入射光Ｐが
入射する。このとき、同色のカラーフィルタ１４がゲート配線方向に延在して配置されて
いるために、図２（ｂ）に示すように、画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の上面で
反射された反射光Ｑは、入射光Ｐと同色のカラーフィルタ１４を通過することになり、上
述の混色が低減される。なお、図２（ｂ）では、図２（ａ－２）に示すａ－ｂ方向に配置
される４つの画素電極１３ｇ…を図示している。
従って、ＰＰＣなどの縦長の表示エリアをもつ用途で、混色が少ない高品位な反射型液晶
表示装置が得られる。
【００２９】
ゲート配線は、図３に示すように、１つのゲートドライバ回路からの出力線Ｇ nを、ＲＧ
Ｂの画素電極に対応して３本に分岐させて接続される。ここで、同色の画素電極１３ｒ…
、１３ｇ…、１３ｂ…がゲート配線の方向に並べられて配置されており、分岐した３本の
ゲート配線は、同色の画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…のＴＦＴ１５…に接続され
る。すなわち、図３において、１つの出力線Ｇ nは、Ｒの画素電極１３ｒのＴＦＴ１５に
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接続される配線（ａ点、ｄ点…で接続される）と、Ｇの画素電極１３ｇのＴＦＴ１５に接
続される配線（ｂ点、ｅ点…で接続される）と、Ｂの画素電極１３ｂのＴＦＴ１５に接続
される配線（ｃ点、ｆ点…で接続される）と、の３本に分岐される。これら分岐された３
本のゲート配線が分岐ゲート配線となる。
以上の通りに構成されることで、液晶表示装置１の駆動に際して、１つのゲートドライバ
回路から分岐して接続されたＲＧＢの画素には同じ信号が入力される。
また、第１の実施の形態では、１つのドライバ回路からの出力線を分岐して接続すること
で、ゲートドライバは従来の配置および出力数と同様とされる。すなわち、ゲートドライ
バの配置および数は、横長の表示エリアとして用いる従来の構成をそのまま適用できる。
【００３０】
また、ソース配線ｓは、図１（ｂ）に示すように、同色の画素電極ごとに接続されるソー
スドライバからの出力線を、ソース配線ｓの方向に沿って配列された画素電極の列どうし
の間にまとめて配置される。
すなわち、図３に示すように、ソース配線ｓの方向に沿って配列された画素電極の列どう
しの間に間隔を設け、Ｒの画素電極１３ｒのＴＦＴ１５に接続されるソース配線Ｓ n（ｇ
点で接続される）と、Ｇの画素電極１３ｇのＴＦＴ１５に接続されるソース配線Ｓ n + 1（
ｈ点で接続される）と、Ｂの画素電極１３ｂのＴＦＴ１５に接続されるソース配線Ｓ n + 2

（ｉ点で接続される）と、の３本がまとめて配置される。
【００３１】
以上の通りに構成されることで、本実施の形態の液晶表示装置１は、ゲートドライバやソ
ースドライバなどの制御系の構成や、駆動タイミングなどの具体的な制御方法についても
、横長の表示エリアとして用いる従来の構成をそのまま適用できる。従って、表示エリア
Ｆを縦長で用いる用途で制御系を新たに設計・製造する必要がなく、製造負荷およびコス
ト低減が大幅に図られる。
【００３２】
第１の実施の形態の液晶表示装置１の駆動方法は、基本的に従来の構成の駆動方法と同様
である。すなわち、図３に示すように、１つのゲートドライバ回路からの出力線Ｇ nを、
ＲＧＢの画素電極に対応して３本に分岐させて接続しているので、この分岐した３本の出
力線を１まとめにして画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…に信号を入力できる。
これにより、従来と同様に、あるソース配線ｓを接続状態としたときに、個々のゲート配
線ｇを順次接続していくことで、ソース配線ｓとゲート配線ｇとの対応する交差部分の画
素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…に所定の電圧が供給され所定の画像が表示される。
【００３３】
以上の第１の実施の形態の液晶表示装置によれば、ゲートドライバやソースドライバの数
や出力線の数、駆動タイミング、を変えることなく、表示エリアＦを縦長方向で使用する
時の表示品位が大幅に向上される。
【００３４】
〔第２の実施の形態〕
以下、図４を参照して、第２の実施の形態の液晶表示装置を詳細に説明する。
第２の実施の形態の液晶表示装置は、第１の実施の形態の液晶表示装置の変形例であり、
ソース配線を配置する構成が異なっている。従って、以下の説明では、第１の実施の形態
と異なる部分を主体に説明し、同様の構成要素については同一の符号を付してその説明を
省略する。
【００３５】
図４に示すように、ゲート配線Ｇ nは、第１の実施の形態と同様に、ゲートドライバ回路
からの出力線を３本に分岐してＲＧＢに対応させて接続される。また、ソース配線（Ｓ n -

1、Ｓ n、Ｓ n + 1、Ｓ n + 2、Ｓ n + 3で図示）は、画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の下
に配置される。また、画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…とソース配線との間には、
絶縁膜（図示しない）が設けられ、両者の短絡が防止される。この画素電極１３ｒ…、１
３ｇ…、１３ｂ…は、上面で光を反射するとともに、光を透過させない材質が適用されて
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いる。すなわち、第２の実施の形態の液晶表示装置は反射型で駆動され、画素電極１３ｒ
…、１３ｇ…、１３ｂ…として光を透過させない材質を適用した場合に、ソース配線を画
素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の下に配置する構成としている。ここで、画素電極
１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…は不透明な材質で形成されているため、その画素電極の下
部にソース配線が設けられていても表示状態には何ら支障は無い。
従って、第１の実施の形態と同様に、ゲートドライバやソースドライバの数や出力線の数
、駆動タイミング、が変わらず、表示エリアＦを縦長方向で使用する時の表示品位が大幅
に向上される。
【００３６】
次に、第２の実施の形態の液晶表示装置の駆動方法は、基本的に、第１の実施の形態と同
様であり、各ドライバの配置や駆動タイミングが変わることがなく、第１の実施の形態と
同様に駆動される。
【００３７】
以上の第２の実施の形態の液晶表示装置によれば、第１の実施の形態と同様の効果を奏す
るとともに、ソース配線を配置するための十分な領域を確保でき、ソース配線の配線間隔
が狭くなることがない。これにより、設計や製造の負荷を低減でき、さらにコスト低減を
図ることができる。
【００３８】
なお、本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。
例えば、本実施の形態では、画素電極１３ｒ…、１３ｇ…、１３ｂ…の周囲にはゲート配
線およびソース配線が縦横に設けられる構成とされているが、さらに補償容量配線をもつ
構成にも同様に適用できることは勿論である。
その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において、適宜に変更可能であることは勿論であ
る。
【００３９】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、横長での使用を前提として設計された液晶表示装置の制御
系をそのまま適用して、携帯情報端末などの縦長の表示エリアをもつ液晶表示装置が得ら
れる。従って、縦長の表示エリア用の駆動系を新たに設計・製造することなく、設計や製
造の負荷が大幅に低減され、コスト低減を図ることができる。
【００４０】
請求項２記載の発明によれば、分岐ゲート配線がアクティブ素子を介してつながる複数の
画素に、同じ信号を入力させてまとめて駆動させることができ、請求項１と同様に、従来
の制御系の構成をそのまま適用できる。
【００４１】
請求項３記載の発明によれば、請求項１または２と同様の効果を奏することができるとと
もに、表示エリアの長手方向にＲＧＢ画素の長手方向が配置され、液晶表示装置が表示エ
リアの長手方向を上下方向とする反射型で用いられる場合においても、ＲＧＢ画素の混色
を低減して、良好な表示品位を得ることができる。
【００４２】
請求項４記載の発明によれば、請求項３と同様の効果を奏することができるとともに、ソ
ース配線が画素の周囲に整然と配置され、設計・製造負荷が低減される。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の液晶表示装置１の構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態の液晶表示装置１を備えた携帯情報端末機、およびこの表示エ
リアＦが画像を表示するときの光路を示す図である。
【図３】図１の要部拡大図である。
【図４】第２の実施の形態の液晶表示装置の構成を示す要部拡大図である。
【図５】従来の横長の液晶表示装置を適用した携帯情報端末機、およびこの表示エリアＦ
が混色を生じる様子を示す図である。
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【図６】従来の液晶表示装置の構成を示す要部拡大図である。
【図７】従来の横長の液晶表示装置を、縦長の表示エリアとして適用した場合の構成を示
す図である。
【符号の説明】
１　液晶表示装置
１４　カラーフィルタ
１５　ＴＦＴ
ｇ　　ゲート配線
ｓ　　ソース配線
Ｆ　　表示エリア 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 3845762 B2 2006.11.15



【 図 ７ 】
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